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下部対流圏オゾンは光化学スモッグを引き起こす光化学オキシダントの主成分であり高浪度になると人体や農作物に被害を及lます。また、近年、 日本ではオゾン前駆気体
の減少に反してオゾン量は増加傾向にあるため、急速な経済発展に伴い大気汚染物質の排出量が地加しているアジア大陸からの広縁汚染の影響が示唆されている。
このような広媛汚染を観測する有効な手法として人工衛星によるリモー トセンシングが挙げられる。しかし、従来の衛星リモートセンシングでは未だ下部対流圏オゾン量の観
測実例はない。そこで、下部対流圏オゾンの観測手法として紫外（UV）・可侵（Vis）同時分光観測が提案されている。下部対流圏オゾン量をUV・Vis同時分光観測により精度よく
導出するには、正確な光路長の推定が不可欠となる。正確な光路長の導出には放射伝達における種々の不確定要素を正しくf量定することが重要である．
今回、放射伝達計算の不確定要素のうちエアロゾルに焦点を当て、エアロゾル推定践差が与えるAMF計算値の変動を調べた。
放射伝達に影響を与えるエアロゾルのパラメー舎は、各高度でのエアロゾ
ル消散係数と吸収係数であるが、それらはエアロゾルの粒径・組成・浪度で
変化する。今回の計算では、各高度でのエアロゾル消散係数及び各成分
の混合割合を示すエアロゾル9イプの2つで表す。観測デ－；をもとに、複
数波長でのエアロゾルの光学厚は求めることができるが、高度分布の形と
エアロゾルヲイブは仮定することになる。今回各高度でのエアロゾル消散係
数高度分布を既知（図2.1，図2.2）とし、仮定するエアロゾルヲイブを変えた際
のAMFの変化を翻ベた。
AMFの2十算には放射伝達モデルSCIATRAN(Rozanovet o/.,2005）を用いた。
エアロゾルヲイプは（He忘s:t o/.,1998）を参考に、平勾的な大陸のエアロゾル
(Continental average）、清浄な状態での浮上のエアロゾル（MaritimeClean）、
都市部のエアロゾル（Urban）、高度1kmまでは浮上のエアロゾルだがその上
層には汚染された大陸のエアロゾルが存在している状態（Maritimeand 
Continental）の41｛ヲーンを想定し各エアロゾルヲイプでのAMFを計算する。， ．．． 
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UV・Vis同時分光観測では紫外袋・可視媛、2つの波長績で太陽からの後方散乱光スペクトル
を観測する。下部対流圏では、主にレイリ一散乱断面積の違いにより紫外織と可視織での光路
長に有意な差を生じる（図1）。この光路差を利用し下部対流圏オゾン量の導出をままみる。
UV・拘岡崎分先観測
観測から得られるオゾンの傾斜カラム量SCDo31主、大気層厚（Hz）あたりの光路長（Lz）を示す
air mass factor (AMF）を用いて以下の式で表すことができる。
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エアロゾル消散係数の高度分布は国立環境研究所清水氏らによる2011年
1年間のつくばでのうイダー 観測によるエアロゾル消散係数デー 舎を使用した．
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大気を下部対流圏とそれ以上の二層に分けて仮定する。各層の平鈎光路長と各高度での
オゾンの高度分布関数の積を、下部対流圏とそれ以よの屠でそれぞれ積算した値を係数
a,b.c,dとすると各波長ごとのSCDI立以下のようになる。
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エアロゾル消散係数のmodelprofileは
国立環境研究所によるつくばライダー 観測
デ－；から2011年1月1日～2011年12月31日の
エアロゾル消散係数を一カ月毎に平均した 号
高度分布に、高度0-1.Skm、1.5km以上の2層lこ E
ついてスケール，、イトを仮定し高度とともに
単調に減少する関数をfittingして作成した。
j肖散係数およびエアロゾル9イプを変えた8つのケースについてAMFを計算して、
下部対流圏を高度3kmまでと仮定し（式I)から下部対流圏オゾン量を導出する｛表
l）。
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仮にContinentalaverageのケースで計算したAMFと放射伝達計算時に与えたオゾ
ンの高度分布から計算したSCD.向を真値とし、そのSCD山，SCD山から、異なるエア
ロゾル告イブで計算されたAMFを用いて（式 I）で求めたオゾン量がどのくらい真値
と異なるのか比較した（褒ml。
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ヱアロゾ，i.；イプによって、AMFが無視できない変化をし、導出されたオゾン量に数
十%の韻差の要因になりうるためエアロゾル9イプは正確な光路長を導出するうえ
で無視することのできないパラメ－$1であることが分かった。また、エア口、ノル消散
係数大きいとAMFの変化がおおきくなってしまう。そのため、下部対流圏オゾン量
導出額差が大きくなってしまうのでエアロゾル消散係数やエアロゾルヲイプの怨定
の仕方が重要である。
本研究は、科学研究費補助金『可視銭外問時分光鰻測による亀表篇界層オゾン
のリモートセンシング手注の開宛』によるものです．本研究にご箇力いただいた皆
織への.’”の意をここに包します．
①エアロゾルが加わると、エアロゾル濃度が高い地表付近でエアロゾル粒子による多重
散乱の影響でAMFが増加する場合が多い。消散係数の違いは大きく下部対流圏AMFIこ
影響する。
②エアロゾルヲイプも無視できない修響を与える。Urbanのケースのように吸収性総子
の割合が高い場合には下部対流圏に到達する光量が小さくなるためAMFは減少する。
高度1kmより高い高度でContinentalAverageのケースの方がとMa円timeand 
Continen回lよりもAMFが滑大しているのも、これと同じ理由によると考えられる。
